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こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
地
域
全
体
で
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

認
知
症
に
よ
る
徘
徊
の
た
め
行

方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
方
が

で
き
る
だ
け
早
く
家
族
の
元
へ

安
全
に
帰
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
メ
ー
ル
や
フ

ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り
行
方
不
明
者

の
情
報（
氏
名
や
身
体
的
特
徴

や
顔
写
真
な
ど
）を
協
力
員
へ

一
斉
送
信
し
、
目
撃
情
報
の
提

供
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
た

く
さ
ん
の
協
力
員
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
協
力
員
の
登
録
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
趣
旨

に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方
な

ら
個
人
・
企
業
・
団
体
を
問
わ

ず
ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す

の
で
、
た
く
さ
ん
の
登
録
お
よ

び
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。（
下

記
の
登
録
方
法

以
外
に
も
電
話

で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。）

　

な
お
、
協
力

機
関
に
つ
き
ま

し
て
は
５
面
に

掲
載
し
て
い
ま

す
。

右のQRコードを携帯電話で読み取ってそのまま空メール送信すると簡単
に協力員登録ができます。（登録用のメールが送られてくるので画面の指
示に従ってください）

※登録用のメールが送られてこない場合や、迷惑メール対策による拒否設定をし
ている場合は【once.88island.jp】を受信できるように設定する必要があります。

★協力員の登録はこちらから★

一斉送信メールの例

認知証SOSおたすけネットワーク協力機関・一般協力員

認知症SOSおたすけネットワークシステム図 認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
お
た
す
け
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
を
開
始
し
ま
し
た

家族・介護者

日常見守り依頼

徘徊発生・行方不明

大仙警察署

日常見守り支援      緊急支援：捜索協力一斉メール

・近隣住民・認知症サポーター
・介護保険サービス事業所・郵便局・ガソリンスタンド
・商店・スーパー・コンビニ・タクシー会社
・宅配業者（新聞、牛乳、ヤクルト、ガス、灯油、食材、宅配便）
・建設関係業者・薬局・医療機関　など

美郷町社会福祉協議会
（認知症SOSおたすけネットワーク窓口）

捜索依頼届出

※協力員へ提供する行方不明者の情報は個人情報となるため、知り得た情報の取り扱いには十分注意していただくととも
に、目的外の使用をしないことをお約束していただきます。



福 祉 だ よ り第35号 （2）

赤
い
羽
根
募
金
運
動
展
開
中
！

　

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
町
内
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
年

一
回
日
帰
り
旅
行
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
単
身
高
齢
者
同

士
の
交
流
を
図
り
、
仲
間
づ

く
り
や
思
い
出
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
す
る
も
の
で
、
財

源
に
は
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

い
た
だ
い
た
共
同
募
金
の
配

分
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

（目標額6,866,000円）
★学校への福祉教育助成金に…… 550,000円
★災害ボランティア等事業に…… 455,000円
★ボランティアセンター運営に… 241,000円
★単身老人の日帰り旅行に……… 330,000円
★福祉団体の助成に……………… 410,000円
★寝たきり者の出張理容補助に… 222,000円
★認知症見守りネットワークに……70,000円
★高齢者世帯の防火点検に…………10,000円
★まめだ屋活用事業に…………… 760,000円
★おたすけマン事業に……………  69,000円
★総合相談事業に………………… 340,000円
★社会福祉大会の開催に………… 663,000円
★地域福祉座談会の開催に……… 250,000円
★トータルケア推進事業に……… 290,000円
★広報の発行に…………………… 570,000円
★ふれあいサロン経費に…………  25,000円
★秋田県全体の地域福祉を推進
　するための活動に…………… 1,611,000円
（災害緊急見舞金・福祉車輌整備に係る助成など）

　

今
年
も
10
月
１
日
か
ら
共
同

募
金
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
は
毎
年

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
度
集
ま
っ
た
募
金
は
来

年
度
配
分
さ
れ
、
左
記
の
事
業

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

な
割
当
で
は
な
い
こ
と
を
十
分

に
ご
理
解
願
い
ま
す
。

地
域
で
集
め
た
募
金
は

地
域
で
使
わ
れ
ま
す

　

美
郷
町
で
集
ま
っ
た
募
金
の

約
８
割
は
美
郷
町
で
使
わ
れ
ま

す
。
残
り
の
２
割
は
秋
田
県
内

の
災
害
見
舞
金
や
県
内
施
設
へ

の
助
成
、
募
金
資
材
や
啓
発
活

動
な
ど
に
充
て
ら
れ
、
秋
田
県

全
体
で
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。

赤
い
羽
根
募
金
は
「
集
め
た
地

域
で
役
立
て
ら
れ
る
」
と
い
う

こ
と
が
他
の
募
金
と
大
き
く
異

な
る
点
で
す
。

　

ま
た
、
募
金
額
の
一
部
は
『
災

害
等
準
備
金
』
と
し
て
積
み
立

て
ら
れ
、
東
日
本
大
震
災
の
よ

う
な
大
規
模
災
害
が
起
こ
っ
た

際
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援
な
ど
、
被
災
地
を
応
援
す

る
た
め
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
一
層
の
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
伏
し
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

目
安
額
は
強
制
的
な

割
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

毎
年
皆
さ
ま
に
お
願
い
し
て

い
る
戸
別
募
金
で
は
、
世
帯
あ

た
り
千
円
以
上
と
い
う
目
安
額

を
示
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

あ
く
ま
で
も
目
標
達
成
の
た
め

の
目
安
額
で
あ
っ
て
、
強
制
的

共
同
募
金
助
成

事
業
の
紹
介

募金の使い道

〜
単
身
老
人

　

日
帰
り
旅
行
〜昨年10月の単身老人日帰り旅行の様子

（鶴ヶ池荘にて74名参加）
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社
会
福
祉
大
会
を

　

 
開
催
し
ま
し
た

　

９
月
６
日
、
美
郷
町
公
民
館
で

第
９
回
美
郷
町
社
会
福
祉
大
会
を

開
催
し
、
住
民
や
関
係
者
な
ど
を

含
め
、
約
270
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 

　

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
社

会
福
祉
活
動
に
貢
献
の
あ
っ
た
19

個
人
１
団
体
に
表
彰
状
、
７
個
人

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
秋
田
県
共

同
募
金
会
よ
り
１
個
人
２
団
体
へ

表
彰
状
、
５
団
体
へ
感
謝
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

　

式
典
後
は
、
災
害
に
関
す
る
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
上
映
と
李
仁
鉄
氏（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
い
が
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
）

に
よ
る
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
関
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
住
民
の
力
を
地

域
で
生
か
す
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
を
展
開
し
、
住
民
同
士
の
支
え

合
い
に
よ
る
災
害
に
強
い
、
安

心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

表彰状を受け取る美郷町更生保護女性の会
の鈴木タキ子さん
表彰状を受け取る美郷町更生保護女性の会

災害時のボランティア活動について講
演する講師の李仁鉄氏

第９回 美郷町社会福祉大会受賞者の皆さん
※敬称略　

◆美郷町社会福祉協議会会長表彰状

受賞区分 地 　区 氏　名
永 年 勤 続 役 員 千 　 畑 鈴　木　豊　文

永年勤続評議員

千 　 畑 橘　　　正　幸
千 　 畑 鈴　木　タキ子
千 　 畑 藤　嶋　政　春
六 　 郷 髙　橋　　　郷
仙 　 南 小野寺　悦　子
仙 　 南 藤　澤　晟　孝

永 年 勤 続 職 員
髙　橋　文　広
東海林　光　子

永 年 福 祉 委 員
千 　 畑 高　階　祥　子
六 　 郷 髙　橋　時　實

善行・奉仕活動

六 　 郷 山　口　勝　廣
六 　 郷 小　原　祐　治
六 　 郷 小　原　ア　イ
六 　 郷 沢　野　光　雄
仙 　 南 金小図書ボランティア

福 祉 団 体
（ 個 人 ）

美郷町身体
障害者協会 高　山　　　猛

美郷町身体
障害者協会 田　口　米　男

美郷町身体
障害者協会 本　間　トミ子

美郷町更生
保護女性の会 鈴　木　タキ子

◆美郷町社会福祉協議会会長感謝状

受賞区分 地 　区 氏　名
退 任 福 祉 委 員 千　 畑 髙　橋　龍　雄
退任民生児童委員 六　 郷 後　藤　貴　子

高 額 寄 付 者

六　 郷 髙　橋　邦　武
千　 畑 齊　藤　忠　治
仙　 南 淡　路　　　保
六　 郷 藤　井　聰　子
横 浜 市 本　間　　　孰

◆秋田県共同募金会会長表彰状（伝達）

受賞区分 地　区 氏　名

高 額 寄 付 者
仙　 南 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

ロートピア仙南職員一同

六　 郷 医療法人 亀谷外科医院
従 業 員 一 同

役 職 員 功 労 者 加賀谷　陽　子

◆秋田県共同募金会会長感謝状（伝達）

受賞区分 地　区 氏　名

高 額 寄 付 者

千　 畑 医 療 法 人 全 人 会
千 畑 ク リ ニ ッ ク

千　 畑 有限会社 熊 谷工業
千　 畑 有限会社 草薙電子製作所
六　 郷 ビルトマテリアル株式会社
六　 郷 有限会社 忠栄堂印刷所
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　今年も『誰もが安心して暮らせる地域（まち）づくり』をテーマに、地域福祉座談会を開催
します。
　対象地区以外の方も最寄の会館へ参加できますので、お誘い合わせの
うえ多数の参加をお待ちしています。
　社協が行っている事業や、地域で抱えている問題について一緒に話し
合ってみませんか？

月　日 曜日 地　区
対　象　地　区　（　会　館　）

午前 午後
9:30 ～11:30 1:30 ～3:30

10月29日 月
千 畑 八 幡 殿 会 館 元本堂生活総合センター
六 郷 古 町 会 館 宝 門 町（ ま め だ 屋）

10月30日 火
千 畑 若 林 会 館 湯 竹 会 館
仙 南 下 タ 堰 会 館 石 町 会 館

10月31日 水
千 畑 上 村 会 館 外 川 原 会 館
六 郷 旭 町 児 童 館 も と だ て 児 童 館

11月1日 木
千 畑 本 堂 中 部 会 館
仙 南 笹 巻 会 館 南 町 会 館

11月2日 金
千 畑 仲 ノ 町 会 館 荒 井 会 館
六 郷 下 鑓 田 会 館 東 高 方 町 会 館

11月5日 月
千 畑 飛 沢 会 館 三 井 寺 会 館
仙 南 谷 地 川 会 館 下 中 野 町 会 館

11月6日 火
千 畑 大坂生活改善センター 一 丈 木 会 館
六 郷 野中生活総合センター 関 田 会 館

11月7日 水
千 畑

上 畑 屋 コ ミ ュ ニ
テ ィ セ ン タ ー

羽 貫 谷 地 会 館

仙 南 扇 田 会 館 大 久 保 会 館

11月8日 木
千 畑 塚 会 館 北 小 屋 会 館
六 郷 田 の 尻 児 童 館 沢 目 児 童 館

11月9日 金
千 畑 善 元 寺 会 館 馬 場 会 館
仙 南 川 原 保 会 館 野 際 児 童 館

地域福祉座談会開催のお知らせ

◎地域福祉座談会日程



平成24年
10月1日
開所

受付はよつば介護相談センターまで

0187-73-5752
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　今号の表紙に掲載しました『認知症SOSおたすけネットワーク』に協力機関として以下の56の企業・団
体様よりご登録をいただきました。
　※個人でご登録をいただいた協力員さんにつきましては個人情報となるため非公表とさせていただきます。

※敬称略・五十音順

認知症SOSおたすけネットワークシステム協力機関

地 区 協　力　機　関　名　称

千

畑

地

区

JA秋田おばこ千畑支店
羽後トーヨー住器（株）
柏谷運送
（有）小西石油
杉沢商店
（株）鈴木材木店
千屋タクシー（株）
千屋郵便局
（有）田澤商事
特別養護老人ホーム「真昼荘」
（有）新田商店
（有）企業みらい「ほっと未来デイサービスセンター」
まひる薬局
（株）みさと情報サービス

六

郷

地

区

JA秋田おばこ六郷支店
いこいの里介護相談センター
医療法人寿康会　介護老人保健施設「杏授苑」
医療法人社団杏真会・ケアサポートセンター
坂本商店
佐藤燃料
社会福祉法人慈泉会「サンワーク六郷」
（有）清水堂薬局
高橋商店たつみプロパン
（有）寺山新聞店
藤原商店
（資）松乃木商店
ミサトフーズ（有）
ミライフ東北（株）秋田店
ヤマリ薬局
（有）ゆう愛　「ゆうあいの郷」
（株）KYO　有料老人ホーム「湧水の郷」
特別養護老人ホーム「ロートピア緑泉」
六郷板金組合
六郷さいた薬局
六郷郵便局

地 区 協　力　機　関　名　称

仙

南

地

区

JA秋田おばこ仙南支店
イオンスーパーセンター（株）美郷店
（有）伊藤食品販売
キッカワ宅配サービス
久米耕八商店
（資）黒銀タクシー
社会福祉法人水交会「後三年鴻声の里」
仙南建設技能組合
仙南郵便局
装飾ほんま
BHW（株）
特定施設入居者生活介護「ひらきの郷」
特別養護老人ホーム「ロートピア仙南」
（株）丸三設備美郷支店
美郷町建設業協会
ユーアポロ仙南SS（有）木村商店
ローソン美郷町店
ローソン六郷バイパス店

大仙市
秋田おばこ農業協同組合
郵便事業（株）大曲支店

横手市 横手ヤクルト販売（株）

～家族介護者の方へ～

　認知症による徘徊が心配なご家族の方はこのシ
ステムの利用登録ができます。
　登録をしておくと、行方不明
時に上記の協力機関や協力員へ
目撃情報の提供を呼びかけ、早
期発見に努めますので、お気軽
にご相談ください。

☎０１８７－８５－２２９４
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家族介護者交流会開催のお知らせ

福 祉 だ よ り第35号 （�）

9月14日に大台野広場で行われた
グラウンドゴルフ大会の参加者たち

　

長
い
間
続
い
た
猛
暑
も
彼
岸
ま
で
終
わ

り
、
稲
の
刈
り
取
り
も
終
わ
り
を
告
げ
ま

し
た
。
今
号
は
８
月
と
９
月
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
歩
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

８
月
28
日
に
は
県
老
連
主
催
の
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
が
県
南
会
場
と
し
て
北
ふ
れ
あ

い
館
（
畑
屋
）
で
行
わ
れ
、
県
南
各
地
よ

り
140
名
（
地
元
か
ら
45
名
）
の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
の
主
旨
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
は
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
の
全

国
三
大
運
動
を
中
心
に
地
域
の
特
徴
を
生

か
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
、
各
リ
ー
ダ
ー
の
ク
ラ
ブ
運
営

や
活
動
に
つ
い
て
の
学
習
を
深
め
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
会
員
の
高
齢

化
や
リ
ー
ダ
ー
の
な
り
手
不
足
も
あ
り
、

活
動
の
停
滞
や
ク
ラ
ブ
の
解
散
・
休
会
が

増
加
し
、会
員
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

午
前
中
は
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
と
実

際
」
と
題
し
て
県
老
連
事
務
局
長
で
あ
る

戸
嶋
正
紀
氏
の
講
演
が
あ
り
、
午
後
は

「
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
に
向
け
て
」
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
代
表
５
人
の
班
長
の
意
見
を
ま
と
め

　

以
上
の
こ
と
に
留
意
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
会
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

９
月
14
日
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
美

郷
老
連
大
会
が
行
わ
れ
、
松
田
町
長
よ
り

激
励
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

優
勝
者
は
藤
本
裕
子
さ
ん
、
準
優
勝
は
播

間
昭
三
さ
ん
、
３
位
は
細
井
了
子
さ
ん
で

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
健
康

に
十
分
注
意
し
な
が
ら
活
動
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

美
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会　

長　

米
沢　

利
一

る
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
良
か
っ
た

こ
と
は
、色
々
な
人
と
話
す
機
会
が
多
く
、

友
人
が
増
え
る
こ
と
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
旅
行
、
忘
年
会
、
奉
仕
作
業

等
の
様
々
な
行
事
に
参
加
で
き
、
生
き
が

い
を
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

９
月
５
日
は
県
高
齢
者
八
人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
秋
田
市
立
体
育
館
で
行
わ

れ
、全
県
各
地
か
ら
強
豪
チ
ー
ム
が
集
い
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
美
郷
町

か
ら
は
５
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
六
郷
男
子

チ
ー
ム
が
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

９
月
12
日
は
若
手
委
員
会
の
役
員
会
を

行
い
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
県
の
草

薙
委
員
長
の
指
導
の
も
と
話
し
合
い
ま
し

た
。
美
郷
の
委
員
長
で
あ
る
加
藤
辰
見
さ

ん
の
司
会
で
行
わ
れ
、
次
の
こ
と
を
取
り

決
め
ま
し
た
。

　

一
、
会
員
の
拡
大
強
化
を
図
り
、
未
組

織
ク
ラ
ブ
に
呼
び
か
け
る
。

　

二
、
ス
ポ
ー
ツ
や
各
種
行
事
等
の
イ
ベ

ン
ト
に
積
極
的
に
対
応
す
る
。

　

三
、
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
に
参
加

す
る
。

　

四
、
各
支
部
で
委
員
会
を
開
く
。

美
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
秋
の
活
動
状
況

美
郷
老
連
だ
よ
り
⑨

と 　 き：	平成２４年１０月２１日（日）
と こ ろ：	横手市『ゆとりおん大雄』
日 　 程：	みさと福祉センター（千畑）	…… 出発１０：００
	 ふれあいセンター（千畑）	……… 出発１０：１０
	 美郷町保健センター（六郷）	…… 出発１０：２０
	 美郷町公民館（仙南）	…………… 出発１０：３０
	 『ゆとりおん大雄』	 ……………… 到着１１：００
	 　　到着後　〜意見交換・昼食・交流会〜
	 　　（入浴用のタオルはこちらで準備します）
	 『ゆとりおん大雄』	 ……………… 出発１５：００
対 象 者：	在宅で要介護者（要介護度４・５）の方を介護している家族介護者
参 加 費：	無料（気軽にご参加ください）
申込期日：平成２４年１０月１５日（月）
申込方法：美郷町社会福祉協議会（地域福祉班）へ電話でお申込みください。	☎０１８７－８５－２２９４

介護者同士の親睦と交流を図ることを目的に、次のとおり交流会を開催します。
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厳
し
か
っ
た
残
暑
も
よ
う
や
く
去
り
、
さ
わ

や
か
な
秋
晴
れ
が
続
い
て
い
ま
す
。
稲
穂
も
た

わ
わ
に
実
り
、
豊
作
と
収
穫
の
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

学
校
は
期
末
考
査
が
終
わ
り
、
ほ
っ
と
す
る

間
も
な
く
、
文
化
祭
「
笹
竹
祭
」
の
準
備
に
取

り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
十
月
末
に
は
、
二
年
生

の
修
学
旅
行
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
年
間
で
一
番

忙
し
い
時
が
始
ま
り
ま
す
。

　

三
年
生
施
設
実
習
終
了

　

九
月
二
十
日（
木
）福
祉
科
三
年
生
の
施
設
実

習
が
終
わ
り
ま
し
た
。
二
年
生
夏
休
み
の
集
中

実
習
か
ら
約
55
日
間
の
実
習
で
し
た
が
、
施
設

の
指
導
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
々
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
一
番
難

儀
し
ま
し
た
が
、
利
用
者
さ
ん
の
温
か
い
言
葉

と
励
ま
し
に
助
け
ら
れ
、
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
は
介
護
福
祉
士
国
家
試
験

に
向
け
て
一
生
懸
命
に
頑
張
る
の
み
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
近
の
学
校
の
様
子 

　

◇
九
月
一
日（
土
）

　

福
祉
部
十
八
名
が
「
ち
び
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
へ
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
35
度
近
い

気
温
の
中
、
久
々
に
中
央
公
園
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
タ
オ
ル
を
首
に
巻
い
て
子
ど
も
た

ち
を
相
手
に
奮
闘
し
ま
し
た
。「
コ
ー
ス
タ
ー

作
り
」
は
今
年
も
大
盛
況
で
、
自
分
の
作
品
が

出
来
上
が
っ
た
時
の
笑
顔
が
最
高
で
し
た
。

  
◇
九
月
二
十
五
日（
水
）

  

福
祉
科
二
年
生
は
、
八
月
一
日
か
ら
七
日
ま

で
実
習
施
設
で
集
中
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
は
介
護
の
仕
事
を
見
て
理
解
す
る
こ
と
が
目

的
で
し
た
が
、
十
月
か
ら
は
専
門
的
・
実
践
的

な
実
習
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
後
の
実
習
に
向
け
て
、
実
習
施
設
ご
と
に

反
省
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

人
の
前
で
話
す
こ
と
の
難
し
さ
と
、
正
し
く

確
実
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

実
習
が
始
ま
る
こ
と
の
不
安
は
あ
り
ま
す

が
、
実
際

に
介
護
の

仕
事
に
携

わ
る
こ
と

へ
の
期
待

も
大
き
く

膨
ら
ん
で

い
ま
す
。

　

実
習
の
日
々
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
実

習
を
楽
し
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

覚
え
る
こ
と
が
沢
山
で
し
た
が
、
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
だ
と
自
分
で
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
何
よ
り
も
利
用
者
さ
ん
の

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
こ
と
ば
に
励
ま
さ

れ
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
介
護
の
仕
事
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
三
沢
陽
架
）

　

緊
張
で
始
ま
っ
た
実
習
は
、
笑
顔
を
作
る

こ
と
も
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。
あ
る
利
用

者
さ
ん
が
そ
ん
な
私
に
気
づ
き
、
笑
顔
で

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
時
、

自
分
が
笑
顔
に
な
る
と
周
り
の
皆
も
笑
顔

に
な
る
と
考
え
、
自
分
自
身
が
「
笑
顔
の

原
点
」に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

利
用
者
さ
ん
の
「
安
心
」
に
つ
な
が
る
こ

と
も
知
り
ま
し
た
。
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
頑
張
り
ま
す
。　
　
　
　
（
茂
木
千
春
）

　

三
年
生
は
国
家
試
験
合
格
に
向
け

て
、
勉
強
に
熱
が
入
っ
て
き
ま
し

た
。

　

試
験
日
は
年
が
明
け
た

　
　

一
月
二
十
七
日（
日
）

　

介
護
福
祉
士

と
し
て
働
く
こ

と
を
夢
見
て
頑

張
り
ま
す
。

　

◇
十
月
十
三
日（
土
）

  

六
郷
高
校
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
笹
竹

祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

  「
輪
」 

〜 one for all, all for one  

〜

生
徒
全
員
が
一
つ
と
な
っ
て
、
成
功
さ
せ
る
た

め
、
毎
日
遅
く
ま
で
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

◇
十
月
十
八
日（
木
）

　

中
学
生
の
体
験
入
学
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年

も
福
祉
科
希
望
者
が
多
く
、
三
年
生
が
中
心
と

な
り
介
護
体
験
を
す
る
予
定
で
す
。
福
祉
科
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
を
考
え

て
い
ま
す
。

  

◇
十
月
二
十
三
日（
火
）か
ら
二
十
六
日（
金
）

ま
で
、
三
泊
四
日
の
修
学
旅
行
が
行
わ
れ
ま

す
。 

今
年
は
、「
震
災
・
平
和
学
習
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
石
巻
を
経
由
し
て
神
戸
・
広
島
へ
と

向
か
い
ま
す
。
平
和
を
願
い
、
二
年
生
み
ん
な

で
千
羽
鶴
を
折
り
ま
し
た
。

　
　

　

施
設
実
習
を
終
え
て　

　

施
設
実
習
の
最
初
の
頃
は
、
利
用
者
さ
ん
と

な
か
な
か
お
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
ん

な
私
を
み
て
利
用
者
さ
ん
か
ら
話
し
か
け
て
く

れ
ま
し
た
。
私
が
実
習
で
一
番
成
長
し
た
の
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。
利
用

者
さ
ん
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
佐
々
木
元
輝
）
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今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
に
な

り
ま
し
た
。
秋
田
で
も
厳
し
い

残
暑
が
続
き
、
最
高
気
温
が

30
度
を
超
す
真
夏
日
が
９
月
に

入
っ
て
か
ら
11
日
間
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
58
年
間
破

ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
昭
和

29
年
の
９
日
間
と
い
う
記
録
を

〒 019─1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙 6番地 1

社会福祉法人 美郷町社会福祉協議会 TEL0187（85）2294（代） FAX0187（85）2291
 misato-fukushi@ceres.ocn.ne.jp

美郷町介護事業所 TEL0187（87）6128（代） FAX0187（87）6680
 misato-kaigo@ceres.ocn.ne.jp

※
受
付
順

あ
っ
さ
り
更
新
し
て
し
ま
っ
た
く
ら

い
の
残
暑
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
こ
の
暑
さ
に
参
っ
て
い
た

の
は
人
間
だ
け
で
は
な
く

…
…
自
宅
の
猫
も
動
く
の

さ
え
お
っ
く
う
だ
っ
た
よ

う
で
、
ず
ー
っ
と
寝
て
ば

か
り
い
ま
し
た
（
笑
）

Ｈ
・
Ｄ

（
平
成
24
年
８
月
１
日
～

９
月
30
日
受
付
分
）

■
物
品
寄
付

金
沢
谷
地
中 

伊
藤
長
三
郎 

様

（
紙
オ
ム
ツ
）

後
三
年 

高
橋
千
枝 

様（
タ
オ
ル
）

佐
野 

キ
ッ
カ
ワ
宅
配
サ
ー
ビ
ス 

様

（
乳
製
品
・
飲
料
）

秋
田
市　

北
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

 

サ
ー
ビ
ス
㈱
東
北
支
社 

様

（
車
い
す
）

■
一
般
寄
付

よ
ね
や
株
式
会
社 

様

本
館 

岩
田　
　

貞 

様

旭
町 

亀
谷
美
枝
子 

様

野
中 

杏　

授　

苑 

様

六
郷
高
校
数
学
科 

様

コ
ス
モ
ス
の
会 

様

■
香
典
返
し

町
田 

高
橋　

良
治 

様

下
鑓
田 

髙
橋　

辰
夫 

様

本
堂
中
部 

栗
林　

直
治 

様

外
川
原 

煙
山　

信
之 

様

天
神
堂 

藤
井　

省
悦 

様

遠
槻 

飛
澤
し
づ
子 

様

本
堂
中
部 

皆
川　
　

寿 

様

小
荒
川 

髙
橋　

薫
る 

様

　　

以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善

意
の
金
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

厚
意
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

北日本コンピューターサービ
ス㈱東北支社様からは昨年に
引き続き車いすを寄贈してい
ただきました。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
支
援
事

業
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
が

地
域
に
お
い
て
「
絆
」
や
「
つ
な
が

り
」
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
左
に
挙
げ
る
取
り
組
み
を
柱

と
し
て
一
体
的
に
実
施
す
る
も
の
で

す
。（
前
号
に
詳
し
く
掲
載
）

　

こ
の
事
業
は
秋
田
県
か
ら
の
補
助

金
を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
で
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
や
空
き
店
舗
「
ま
め
だ

屋
」
の
災
害
に
備
え
た
機
能
整
備
を

目
的
に
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
秋

田
県
は
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
停
電
や
品
不
足
に
よ
り

大
勢
の
方
々
が
不
安
と
不
便
を
感
じ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回

購
入
し
た
備
品
は
、
震
災
を
教
訓
に

し
、
災
害
に
も
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
の
も
の
で
す
。

　

な
お
、
今
後
は
み
さ
と
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
大
型
発
電
機
を
設
置
す
る
予

定
で
す
。

取り組み項目

★見守り等の支援体制の構築
★ニーズ把握・総合相談およ
び交流場所などのサービス
提供
★災害時のボランティア支援
体制の構築
★関係者間の総合調整

〜
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
支
援
事
業
〜

福祉センターロビーに設置した
AED（自動体外式除細動器）

災害等により停電になった場合、
空き店舗「まめだ屋」を一時避難
場所として活用できるようにする
ための小型発電機

災害発生時に福祉
センターがボラン
ティアセンターと
して運営できるよ
うにするための発
電式投光器

配食ボランティアによる高
齢者の見守り支援に活用す
る軽ワゴン車

災
害
時
機
能
整
備
の
た
め
の
備
品
を
購
入
し
ま
し
た

編
集
後
記


